
グリーンフラッグ １１月の活動
～新しい堆肥場作り～
収穫したもち米の米ぬかを混ぜて、発酵を高めた落ち葉

が腐葉土となりました。一昨年から腐葉土を３月の公民館
まつりで「相川小１００％の腐葉土」として提供したとこ
ろとても好評でした。相川小には、大量の落ち葉が出ます。
落ち葉はきは、外掃除の子ども達にとって戦いのようです。
では、落ち葉を焼却ゴミで捨てていたら、いったい何袋に
なるのでしょうか？堆肥場に持っていけば有効活用になる
し、何よりも森を循環させることに意義があります。今も
収穫したもち米の米ぬかを蒔きました。

花が咲き、種になりました！
猛暑に見

舞われたカ
ワラノギク
が何とかそ
の花を咲か
せ、種にな
りました。
３年生が観

察にいって種取りをしました。来年の苗
を育てるのに使います。たくさんの苗を
育て、来年に上手く引き継げるといいで
す。

＝収穫時期は大切＝
６年は、落

花生の苗を植
えました。試
し堀りの時に
はたくさんの
落花生が付い
ていました。
期待に胸を膨

らませていたのですが、２週間以上掘る
のを遅らせたら虫に食われてしまいまし
た。やはり、農作物には、収穫時期とい
うものがあるのですね。勉強になりまし
た。

＝森林インストラクター＝
堆肥場の柵は１年も経つと木々がもろくなりま

す。毎年、かながわトラストみどり財団の森林イ

ンストラクターのみなさんに修復していただくと

ともに、６年生の子ども達と一緒に腐葉土を堀り

出していただき、今年の落ち葉がたくさん入るよ

うに地面を掘って底をきれいにしていただいてい

ます。堆肥場から出した土はブルーシートの上に

出しました。６年生達は、落ち葉が真っ黒な土に

なることにびっくりしていました。

相川小の環境レベル

６年生の理科学習には土壌生
物の学習があります。森の手
入れをした後は、森林インス
トラクターのみなさんのご指導のもと、土壌生物
を採取して観察をしました。採取される土壌生物
を環境指標に照らし合わせて点数化すると、そこ
がどんな環境かが見えてきます。
観察地点は３箇所、相川の森の堆肥場、中庭、

防災倉庫の周辺の花壇です。どの地点も３５点以
上を超えているのですが、防災倉庫の周りは６４
点という高得点を出しました。昨年もその場所が
一番高い結果が出ています。周りが落葉樹で落ち
葉がたまっていること、防災倉庫の陰になるので
温度の変化が少ないことなどが要因と考えられま
す。毎年、土壌生物からデータを取ることで相川
小の環境がしっかり維持されているかを確認でき
る良い学習機会となっています。


